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文第了号（1）

、’

一’

プ’

、

主な内容

・
文
化
審
議
会
諮
問

・
春
の
叙
勲
・
褒
章

・
国
立
大
学
等
施
設
緊
急
整
備
5
か
年
計
画

・
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
諮
問

2
面

2
面

3
面

4
面

　
小
泉
内
閣
が
去
る
四
月
二
十
六
日
に
発
足
し
、
文
部
科
学
大
臣
に

遠
山
敦
子
（
と
お
や
ま
・
あ
つ
こ
）
氏
が
就
任
し
た
。
遠
山
文
部
科

学
大
臣
は
、
皇
居
で
の
認
証
式
、
総
理
官
邸
で
の
初
閣
議
の
後
、
文

部
科
学
省
に
初
登
庁
し
、
省
内
職
員
の
盛
大
な
出
迎
え
を
受
け
た
。

　
ま
た
、
五
月
一
日
に
は
、
文
部
科
学
副
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
青
山

初登庁する遠山文部科学大臣
　　（平成13年4月26日）

丘
（
あ
お
や
ま
・
た
か
し
）
、
岸
田
文
雄
（
き
し
だ
・
ふ
み
お
）
の

両
氏
が
文
部
科
学
省
に
初
登
庁
し
た
。
文
部
科
学
大
臣
政
務
官
に
は

池
坊
保
子
（
い
け
の
ぼ
う
・
や
す
こ
）
、
水
島
裕
（
み
ず
し
ま
・
ゆ

た
か
）
の
両
氏
が
再
任
さ
れ
た
。

とお　　やま　　あつ　　　こ

遠山敦子（昭和13年12月10日生、62歳）
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昭和60年7月文部省高等教育局企画課長

昭和63年6月文化庁文化部長

平成元年4月文化庁次長
平成3年6月文部省教育助成局長

平成4年7月文部省高等教育局長

平成6年7月文化庁長官
平成8年1月　文部省顧問

平成8年6月駐トルコ共和国大使
平成11年10月　文化庁顧問

平成12年4月国立西洋美術館長

平成13年4月　独立行政法人国立美術館理事長

平成13年4月　文部科学大臣

　
毎
年
四
月
十
八
日
（
発
明
の
日
）

を
含
む
月
曜
日
か
ら
日
曜
日
ま
で
の

一
週
間
を
「
科
学
技
術
週
間
」
と
し

て
い
る
。
今
年
の
標
語
は
「
新
世
紀

　
輝
く
君
の
　
好
奇
心
」
。
二
十
一

世
紀
を
担
う
子
供
た
ち
に
科
学
技
術

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
関
係
機
関
や
各
自
治
体
で
は
工

夫
を
凝
ら
し
た
様
々
な
催
し
が
実
施

さ
れ
た
。

　
東
京
都
調
布
市
に
あ
る
独
立
行
政

法
人
航
空
宇
宙
技
術
研
究
所
で
は
、

四
月
二
十
二
日
（
日
）
に
所
内
の
施

設
を
一
般
に
公
開
し
た
。
四
月
に
オ

ー
プ
ン
し
た
展
示
室
や
研
究
設
備
の

公
開
、
工
作
教
室
な
ど
を
実
施
し
た

ほ
か
、
一
部
の
風
洞
設
備
で
は
実
際

に
流
し
た
風
を
体
験
し
て
も
ら
う
な

手作りヘリコプターを大空へ飛ば
そう～作って遊ぼう工作教室～

ど
、
科
学
技
術

を
通
じ
て
積
極

的
な
交
流
が
行

わ
れ
た
。
当
日

は
晴
天
に
恵
ま

れ
た
こ
と
も
あ

り
、
多
数
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ

っ
た
。

青
山
丘
氏
、
岸
田
文
雄
氏
が
就
任

初
登
庁
す
る
青
山
文
部
科
学
副
大
臣
（
平
成
1
3
年
5
月
1
日
）

初
登
庁
す
る
岸
田
文
部
科
学
副
大
臣
（
平
成
1
3
年
5
月
1
日
）

’

’
．

　
財
団
法
人
国
際
科
学
技
術
財
団
の
二
〇

賞
式
が
四
月
二
＋
七
日
・
天
皇
皇
后
両
陛

　
日
本
国
際
賞
は
、
全
世
界
の
科
学
技
術

者
を
対
象
と
し
、
科
学
技
術
の
分
野
に
お

い
て
、
独
創
的
・
飛
躍
的
な
成
果
を
挙
げ
、

科
学
技
術
の
進
歩
に
大
き
く
寄
与
し
、
も

っ
て
人
類
の
平
和
と
繁
栄
に
著
し
く
貢
献

〇
一
年
（
第
十
七
回
）
日
本
国
際
賞
の
授

下
御
臨
席
の
も
と
、
東
京
・
国
立
劇
場
で

し
た
と
認
め
ら
れ
る
者
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。

　
本
年
は
ジ
ョ
ン
・
B
・
グ
ッ
ド
イ
ナ
フ

博
士
と
テ
ィ
モ
シ
イ
・
R
・
パ
ー
ソ
ン
ズ

博
士
が
選
ば
れ
、
伊
藤
正
巳
会
長
か
ら
賞

状
・
賞
牌
及
び
賞
金
が
贈
ら
れ
た
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
も
終
わ
っ
た

が
、
皆
さ
ん
は
ど
う

お
過
ご
し
だ
っ
た
だ

ろ
う
か
。
全
国
の
主

要
行
楽
地
な
ど
の
期
間
中
の
人
出

は
計
約
六
千
三
百
八
十
三
万
人
で

前
年
比
四
百
二
十
七
万
人
の
減
と

い
う
。
人
出
が
も
っ
と
も
多
か
っ

た
の
は
、
福
岡
県
の
「
博
多
ど
ん

た
く
港
ま
つ
り
」
で
、
集
計
を
始

め
て
か
ら
十
六
年
連
続
ト
ッ
プ
だ

そ
う
だ
。
▼
十
年
前
は
ど
う
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
と
当
時
の
新
聞
を
繰

っ
て
見
る
と
ど
ん
た
く
が
ト
ッ
プ

で
「
ひ
ろ
し
ま
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
、
　
「
弘
前
さ
く
ら
ま

つ
り
」
と
続
い
て
お
り
、
上
位
三

位
ま
で
の
顔
ぶ
れ
は
今
年
と
変
わ

っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
そ
の
五

年
前
は
「
浜
松
ま
つ
り
」
が
二
位

に
入
っ
て
い
る
他
は
、
こ
の
三
つ

で
上
位
を
占
め
て
い
る
。
も
う
少

し
変
わ
っ
て
い
る
の
か
と
予
想
し

て
い
た
が
、
人
の
動
き
に
は
案
外

変
わ
ら
な
い
面
も
あ
る
よ
う
だ
▼

さ
て
、
五
月
も
後
半
に
入
り
、
修

学
旅
行
シ
ー
ズ
ン
も
本
格
化
し
て

き
た
。
文
部
科
学
省
に
も
毎
日
た

く
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
が
訪
れ
て
い

る
。
短
い
見
学
時
間
で
は
あ
る
が
、

少
し
で
も
文
部
科
学
省
の
仕
事
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
あ
り

が
た
い
。
た
だ
、
中
に
は
先
生
に

言
わ
れ
て
き
た
だ
け
な
の
か
、
あ

ま
り
関
心
も
な
い
と
い
っ
た
グ
ル

ー
プ
も
あ
る
よ
う
だ
が
▼
家
族
で

の
海
外
旅
行
も
珍
し
い
こ
と
で
は

な
く
な
っ
た
今
、
修
学
旅
行
に
時

間
を
か
け
る
必
要
も
な
い
と
い
う

意
見
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
級
友

た
ち
と
寝
食
を
共
に
し
て
お
互
い

の
意
外
な
一
面
を
知
る
機
会
で
も

あ
る
。
是
非
有
意
義
な
も
の
に
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。
　
（
Y
）

文
部
科
学
広
報

文部科学省大臣官房
東京都千代田区霞が関
3の2の2（〒100-8959）
電話（03）3581-4211 

お　願　い
○本紙は回覧あるいは
　掲示板にはるなどし
　て、多くの方で御覧　
　ください。
○本紙は毎号とじて保
　存してください。
○記名記事以外の転載
　は御自由に。そのさ
　いは掲載紙一部を、
　文部科学省大臣官房
　総務課広報室まで御
　送付ください。 

小泉内閣
遠山文部科学大臣が就任 

主な経歴

文
部
科
学
副
大
臣
に

日
本
国
際
賞
授
賞
式
の
様
子

日本国際賞授賞式

行
わ
れ
た
。

「
科
学
技
術
週
間
」
行
事
が

全
国
各
地
で
開
催

めくすと



（2）第7号報広学科

　　　

、　

　
文
化
審
議
会
（
会
長
・
高
階
秀
爾
）
第
四
回
総
会
（
平
成
十
三
年
四
月
十
六
日
）
に
お

い
て
、
文
部
科
学
大
臣
よ
り
「
文
化
を
大
切
に
す
る
社
会
の
構
築
に
つ
い
て
」
諮
問
が
行

わ
れ
た
。
今
後
、
幅
広
い
議
論
を
行
う
た
め
、
各
界
よ
り
意
見
も
聞
き
な
が
ら
審
議
を
進

め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

高階会長㊨へ諮問文を手渡す町村前文部科
学大臣

部文平成13年5月25日

価
値
観
の
変
動
と
多
様
化
、

国
際
化
の
進
展
や
地
球
規
模

で
の
競
争
の
激
化
、
少
子
高

齢
化
や
都
市
化
の
進
展
、
科

学
技
術
の
高
度
化
等
の
急
激

な
変
化
が
進
む
中
で
、
人
間

性
の
喪
失
や
倫
理
観
の
欠
如

な
ど
人
間
と
し
て
の
在
り
方

が
問
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

グ
ロ
；
バ
ル
化
や
情
報
化
の

潮
流
の
中
で
多
様
性
を
重
視

す
べ
き
二
十
一
世
紀
に
お
い

て
は
、
人
々
が
個
を
確
立
し
、

し
っ
か
り
と
し
た
個
性
を
持

つ
と
と
も
に
、
他
者
の
個
性

を
尊
重
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
物
質
的
な
豊
か
さ
は
達

成
さ
れ
た
も
の
の
、
自
分
の

生
き
方
に
つ
い
て
自
ら
考

え
、
実
現
し
て
い
く
た
め
の

文
化
的
風
土
が
醸
成
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

　
　
こ
う
し
た
時
代
に
あ
っ

て
、
個
人
が
自
立
し
、
真
善

美
の
感
覚
を
持
っ
て
心
豊
か

で
質
の
高
い
生
活
を
送
り
、

創
造
性
に
富
ん
だ
活
力
あ
る

社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に

は
、
文
化
が
か
つ
て
な
く
重

要
な
も
の
と
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。

二
　
こ
の
よ
う
な
認
識
に
立

ち
、
今
後
の
社
会
に
お
け
る

文
化
の
機
能
・
役
割
と
、
文

化
の
中
核
を
な
す
芸
術
文
化

の
振
興
及
び
伝
統
文
化
の
継

承
・
発
展
に
つ
い
て
の
検
討

を
行
い
、
文
化
を
大
切
に
す

る
社
会
の
構
築
に
つ
い
て
、

総
合
的
な
方
策
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

（
一
）
今
後
の
社
会
に
お
け
る

文
化
の
機
能
・
役
割
に
つ
い

て
は
、
人
間
に
と
っ
て
文
化

の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
検
討

し
た
上
で
、
少
子
高
齢
化
や

都
市
化
の
進
展
、
経
済
の
発

展
や
科
学
技
術
の
発
展
な

ど
、
変
化
す
る
社
会
に
お
け

る
文
化
に
つ
い
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
文
化

に
よ
る
国
際
交
流
や
国
際
貢

献
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時

代
に
お
け
る
文
化
に
つ
い
て

の
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。
そ

の
上
で
、
文
化
を
大
切
に
す

る
社
会
へ
の
転
換
を
図
る
た

め
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

（
二
）
芸
術
文
化
の
振
興
に
つ

い
て
は
、
芸
術
文
化
の
諸
活

動
の
位
置
付
け
を
踏
ま
え
た

上
で
、
世
界
水
準
の
芸
術
文

化
の
振
興
方
策
に
つ
い
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

伝
統
文
化
の
継
承
・
発
展
に

つ
い
て
は
、
文
化
財
を
生
か

す
保
存
と
活
用
の
在
り
方
を

踏
ま
え
、
新
た
な
視
点
か
ら

の
文
化
財
保
護
に
つ
い
て
の

検
討
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
文
化
の
振
興
に
お
け
る

国
と
地
方
の
役
割
分
担
や
民

間
の
支
援
活
動
の
活
性
化
方

策
に
つ
い
て
の
検
討
が
求
め

ら
れ
る
。
あ
わ
せ
て
、
文
化

に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

方
策
や
、
優
れ
た
芸
術
家
や

文
化
を
支
え
る
人
材
の
育
成

・
確
保
方
策
に
つ
い
て
も
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

紫
綬
2
3
名

藍
綬
1
3
名

黄
綬
1
4
名

　
平
成
十
三
年
春
の
褒
童
受
章
者
が
四
月
二
十
九
日
付
で
発
令
さ
れ
、
文
部
科
学
省
関
係

者
へ
の
伝
達
式
が
五
月
十
五
日
、
東
京
・
一
ツ
橋
の
如
水
会
館
で
行
わ
れ
た
。

　
文
部
科
学
省
関
係
の
受
章
者
は
、
紫
綬
褒
章
二
十
三
名
、
藍
綬
褒
章
十
三
名
、
黄
綬
褒

章
十
四
名
の
合
わ
せ
て
五
十
名
で
あ
っ
た
。

《
紫
綬
褒
章
受
章
者
》

【
学
術
関
係
】

（
発
生
生
物
学
）
浅
島
誠
（
五

六
）
＝
東
京
大
学
教
授
▼
（
電

子
工
学
）
伊
賀
健
一
（
六
〇
）

＝
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
▼

（
労
働
経
済
学
）
尾
高
煌
之
助

（
六
五
）
＝
一
橋
大
学
名
誉
教
授

▼
（
物
理
化
学
・
光
化
学
）
小
尾

欣
一
（
六
三
）
＝
東
京
工
業
大

学
名
誉
教
授
、
日
本
女
子
大
学

教
授
▼
（
実
験
病
理
学
）
北
村

幸
彦
（
六
〇
）
目
大
阪
大
学
教

授
▼
（
生
物
環
境
工
学
）
高
倉

直
（
六
四
）
＝
長
崎
大
学
教
授

▼
（
宇
宙
線
物
理
学
・
素
粒
子

物
理
学
）
戸
塚
洋
二
（
五
九
）

＝
東
京
大
学
教
授
▼
（
高
分
子

合
成
化
学
）
松
田
實
（
六
八
）

＝
東
北
大
学
名
誉
教
授
▼
（
蚕

糸
学
）
山
下
興
亜
（
六
一
）
＝
名

古
屋
大
学
名
誉
教
授
、
元
同
大

学
副
学
長
、
中
部
大
学
副
学
長

　
　
　
　
　
◇

【
発
明
改
良
関
係
】

井
上
信
義
（
五
九
）
＝
日
本
電

産
コ
パ
ル
（
株
）
東
京
技
術
開

発
セ
ン
タ
ー
理
事
研
究
員
▼
佐

藤
泰
生
（
六
二
）
＝
（
財
）
鉄

道
総
合
技
術
研
究
所
専
務
理
事

▼
宮
島
博
（
六
一
）
＝
元
航
空

宇
宙
技
術
研
究
所
角
田
宇
雷
推

進
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
長
▼
宮

藤
元
久
（
六
〇
）
＝
元
（
株
）

神
戸
製
鋼
所
ア
ル
ミ
・
銅
カ
ン

パ
ニ
ー
研
究
首
席
▼
森
一
生

（
五
二
）
＝
（
株
）
東
芝
医
用

シ
ス
テ
ム
社
医
用
機
器
・
シ
ス

テ
ム
開
発
セ
ン
タ
ー
主
幹

　
　
　
　
　
◇

【
文
化
関
係
】

（
歌
舞
伎
音
楽
囃
子
方
）
望
月

朴
清
、
本
名
・
安
倍
啓
仁
（
六

七
）
▼
（
児
童
文
学
作
家
）
あ

ま
ん
き
み
こ
、
本
名
・
阿
萬
紀

美
子
（
六
九
）
▼
（
俳
優
）
加

藤
剛
▼
（
舞
踊
家
）
山
村
若
佐

紀
、
本
名
・
酒
井
左
紀
子
（
六

八
）
▼
（
作
曲
家
）
原
嘉
壽
子
、

本
名
・
原
和
子
（
六
六
）
▼
（
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
細

谷
巖
（
六
五
）
▼
（
俳
優
）
二

代
目
　
水
谷
八
重
子
、
本
名
・

松
野
好
重
（
六
二
）
▼
（
染
織

作
家
）
森
口
邦
彦
（
六
〇
）
▼

（
陶
芸
作
家
）
吉
田
美
統
、
本

名
・
吉
田
稔
（
六
八
）

《
藍
綬
褒
章
受
章
者
》

【
私
学
経
営
関
係
】

河
村
昭
明
（
六
三
）
＝
（
学
）

豊
川
学
園
理
事
長
▼
佐
藤
照
子

（
六
二
）
＝
（
学
）
佐
藤
栄
学

園
理
事
▼
末
岡
煕
章
（
五
九
）
＝

（
学
）
市
邨
学
園
理
事
長

　
　
　
　
　
◇

【
開
発
育
成
関
係
】

相
島
逸
穂
（
七
四
）
＝
元
旭
化

成
（
株
）
専
務
取
締
役
▼
岸
園

司
（
六
九
）
＝
元
オ
イ
レ
ス
工

業
（
株
）
社
長
▼
野
田
忠
吉
（
六

六
）
＝
元
住
友
金
属
工
業
（
株
）

副
社
長
▼
山
中
喜
代
治
（
六
五
）

＝
元
松
下
電
工
（
株
）
副
社
長

　
　
　
　
　
◇

【
社
会
教
育
関
係
】

井
上
昌
俊
（
六
六
）
＝
日
本
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
愛
媛
県
連
盟
理

事
長

　
　
　
　
　
◇

【
体
育
関
係
】

井
口
英
樹
（
六
三
）
＝
石
川
県

テ
ニ
ス
協
会
副
会
長
▼
冨
田
正

一
（
六
五
）
＝
（
財
）
日
本
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
副
会
長
▼

長
島
武
夫
（
六
八
）
＝
元
茨
城

県
学
校
薬
剤
師
会
会
長

　
　
　
　
　
◇

【
文
化
関
係
】

植
村
泰
三
（
六
六
）
＝
（
社
）

日
本
写
真
文
化
協
会
副
会
長
▼

吉
村
信
良
（
六
八
）
＝
（
社
）

全
日
本
合
唱
連
盟
理
事
長

《
黄
綬
褒
章
受
章
者
》

【
教
科
書
供
給
業
関
係
】

岩
下
隆
一
（
七
五
）
＝
（
株
）

岩
下
代
表
取
締
役
社
長
▼
小
川褒章を伝達する青山文部科学副大臣㊨

治
雄
（
七
四
）
＝
（
合
）
小
川

文
華
堂
代
表
社
員
▼
高
木
興
一

（
七
七
）
＝
（
株
）
た
か
ぎ
代

表
取
締
役
会
長

　
　
　
　
　
◇

【
考
案
改
良
関
係
】

新
井
元
之
助
（
六
四
）
＝
中
外

道
路
（
株
）
社
長
▼
稲
崎
裕
弘

（
七
一
）
＝
日
本
鉱
産
（
株
）

社
長
▼
小
川
進
（
六
二
）
＝
（
株
）

フ
ジ
キ
ン
専
務
取
締
役
▼
河
波

利
夫
（
六
七
）
＝
（
株
）
ニ
ッ

カ
ト
ー
社
長
▼
田
原
義
則
（
七

三
）
＝
元
明
産
（
株
）
社
長
▼

福
原
廣
（
五
九
）
＝
（
株
）
フ

ク
ハ
ラ
社
長
▼
布
施
一
雄
（
五

八
）
＝
（
株
）
三
陽
電
機
製
作

所
取
締
役
技
術
統
括
部
長

　
　
　
　
　
◇

【
文
化
関
係
】

梶
原
幹
雄
（
七
二
）
＝
檜
皮
葺

二
〕
け
ら
葺
師
▼
桐
谷
儀
夫

（
八
一
）
＝
歌
舞
伎
小
道
具
製

作
技
術
者
▼
小
林
金
治
（
七
六
）

＝
原
皮
師
▼
鈴
木
竹
一
（
八
三
）

＝
手
漉
和
紙
製
作
技
術
者

　
平
成
十
三
年
春
の
叙
勲
受
章
者
が
四
月
二
十
九
日
発
令

さ
れ
た
。

　
文
部
科
学
省
関
係
の
受
章
者
は
、
七
百
七
十
五
名
で
、

勲
一
等
は
森
亘
東
京
大
学
名
誉
教
授
（
七
五
）
、
勲
二
等

は
佐
野
文
一
郎
元
文
部
事
務
次
官
（
七
五
）
ら
二
十
名
で

あ
っ
た
。
勲
一
等
の
親
授
式
及
び
勲
二
等
の
伝
達
式
は
五

月
八
日
皇
居
で
、
ま
た
、
勲
三
等
以
下
の
文
部
科
学
省
関

係
者
の
伝
達
式
は
五
月
十
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
国
立

劇
場
大
劇
場
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。
勲
一
等
及
び
勲
二

等
受
章
者
は
次
の
方
々
で
あ
る
。

平成13年
春の叙勲　775名 
 

【
勲
一
等
瑞
宝
章
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
名

森
亘
（
七
五
）
＝
東
京
大
学
名

誉
教
授
、
元
同
大
学
長
、
元
同

大
学
医
学
部
長
、
元
国
立
大
学

協
会
会
長
、
日
本
医
学
会
会
長
、

元
医
道
審
議
会
会
長
、
元
た
ば

こ
事
業
等
審
議
会
会
長
、
元
国

会
等
移
転
審
議
会
会
長
、
文
化

功
労
者
、
日
本
学
士
院
会
員

【
勲
二
等
旭
日
重
光
章
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
名

佐
野
文
一
郎
（
七
五
）
＝
元
文

部
事
務
次
官
、
元
文
化
庁
長
官
、

元
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
理
事

長
、
元
東
京
国
立
博
物
館
長
◆

宮
崎
繁
樹
（
七
五
）
＝
明
治
大

学
名
誉
教
授
、
元
同
大
学
総
長
、

勲
章
等
を
伝
達
す
る
遠
山
文
部
科
学
大
臣
㊧

元
同
大
学
法
学
部
長
、
元
地
域

改
善
対
策
協
議
会
会
長
◆
山
本

肇
（
七
五
）
＝
東
京
医
科
歯
科

大
学
名
誉
教
授
、
元
同
大
学
長

【
勲
二
等
瑞
宝
章
】

　
　
　
　
　
　
　
　
十
七
名

秋
山
虔
（
七
七
）
＝
東
京
大
学

名
誉
教
授
、
日
本
学
士
院
会
員

◆
稲
場
文
男
（
七
二
）
＝
東
北

大
学
名
誉
教
授
、
元
同
大
学
電

気
通
信
研
究
所
長
◆
衛
藤
藩
吉

（
七
七
）
＝
東
京
大
学
名
誉
教

授
、
元
亜
細
亜
大
学
学
長
◆
太

田
次
郎
（
七
五
）
＝
お
茶
の
水

女
子
大
学
名
誉
教
授
、
元
同
大

学
長
◆
太
田
時
男
（
七
五
）
＝

横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
、
元

同
大
学
長
◆
日
下
晃
（
八
二
）

＝
（
学
）
武
庫
川
学
院
理
事
長
、

日
本
私
立
大
学
振
興
協
会
会
長

◆
坂
村
貞
雄
（
七
五
）
＝
北
海

道
大
学
名
誉
教
授
、
元
同
大
学

農
学
部
長
、
帯
広
畜
産
大
学
名

誉
教
授
、
元
同
大
学
長
◆
高
橋

信
孝
（
七
一
）
＝
東
京
大
学
名

誉
教
授
、
元
同
大
学
農
学
部
長

◆
武
山
斌
郎
（
七
六
）
＝
東
北

大
学
名
誉
教
授
、
元
同
大
学
工

学
部
長
◆
田
中
久
（
七
五
）
＝

京
都
大
学
名
誉
教
授
、
元
同
大

学
薬
学
部
長
、
元
京
都
薬
科
大

学
学
長
◆
積
田
亨
（
七
六
）
＝

東
京
大
学
名
誉
教
授
、
元
同
大

学
医
科
学
研
究
所
長
◆
成
瀬
悟

策
（
七
六
）
＝
九
州
大
学
名
誉

教
授
、
元
同
大
学
教
育
学
部
長

◆
平
林
眞
（
七
五
）
＝
東
北
大

学
名
誉
教
授
、
元
同
大
学
金
属

材
料
研
究
所
長
、
北
見
工
業
大

学
名
誉
教
授
、
元
同
大
学
長
◆

前
田
文
郎
（
七
五
）
＝
神
戸
商

船
大
学
名
誉
教
授
、
元
同
大
学

長
◆
道
脇
義
正
（
七
八
）
＝
群

馬
大
学
名
誉
教
授
、
前
橋
工
科

大
学
長
◆
梁
川
良
（
七
六
）
＝

北
海
道
大
学
名
誉
教
授
、
元
同

大
学
獣
医
学
部
長
◆
告
川
宗
治

（
七
六
）
＝
京
都
大
学
名
誉
教

授
、
元
同
大
学
防
災
研
究
所
長

文化審議会

「文化を大切にする
社会の構築について」諮問 

（
諮
問
理
由
）

一
　
新
し
い
世
紀
を
迎
え
て
、

春
の
褒
章

平成
13年 



平成13年5月25日報広学科部文第7号（3）

　
文
化
審
議
会
（
会
長
・
高
階
秀
爾
）
は
四
月
二
十
日
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
（
美
術
工

芸
品
）
二
十
一
件
の
指
定
、
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
七
件
の
指
定
及
び
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
一
件
の
選
定
に
つ
い
て
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
た
。

文化審議会答申
　　　　　　（4月20日）

一
一
一

国
宝
・
重
要
文
化
財
（
美
術
工
芸
品
）

■
絵
画
の
部

【
重
文
を
国
宝
に
　
一
件
】

　
紺
紙
著
色
金
光
明
最
勝
王
経

金
字
宝
塔
曼
荼
羅
図
十
幀

（
岩
手
県
：
宗
教
法
人
大
長
寿

院
）

　
　
　
　
　
◇

【
未
指
定
を
重
文
に
　
三
件
】

　
紙
本
著
色
聖
母
子
十
五
玄
義

・
聖
体
秘
跡
図
　
一
面
（
京
都

大
学
総
合
博
物
館
）
▼
絹
本
著

色
二
美
人
図
　
葛
飾
北
斎
筆

一
幅
（
静
岡
県
：
宗
教
法
人
世

界
救
世
教
）
▼
絹
本
著
色
吉
野

曼
荼
羅
図
　
一
幅
（
奈
良
県
：

宗
教
法
人
西
大
寺
）

■
彫
刻
の
部

【
未
指
定
を
重
文
に
　
二
件
】

　
銅
造
如
来
立
像
　
一
躯
（
東

京
都
：
独
立
行
政
法
人
国
立
博

物
館
）
▼
墓
守
　
朝
倉
文
夫
作

　
石
膏
原
型
　
一
躯
（
東
京
都

：
台
東
区
立
朝
倉
彫
塑
館
）

■
工
芸
品
の
部

【
未
指
定
を
重
文
に
　
三
件
】

　
銅
鷲
置
物
　
鈴
木
長
吉
作

一
基
（
東
京
都
：
独
立
行
政
法

人
国
立
博
物
館
）
▼
水
指
（
青

海
）
　
備
前
　
一
口
（
東
京
都

国
宝
　
慶
長
遣
欧
使
節
関
係
資
料
の
う
ち
支
倉
常
長
像

：
徳
川
黎
明
会
）
▼
綾
杉
地
獅

子
牡
丹
蒔
絵
婚
礼
調
度
　
十
九

種
（
岡
山
県
：
林
原
　
健
）

■
書
跡
・
典
籍
の
部

【
未
指
定
を
重
文
に
　
一
件
】

　
摧
邪
輪
　
二
帖
、
一
冊
（
京

都
府
：
宗
教
法
人
仁
和
寺
）

■
古
文
書
の
部

【
重
文
に
未
指
定
を
追
加
し
て

国
宝
に
　
一
件
】

　
上
杉
家
文
書
　
二
千
十
八

通
、
四
帖
、
二
十
六
冊
（
山
形

県
：
米
沢
市
）

　
　
　
　
　
◇

【
重
美
を
重
文
に
　
一
件
】

　
融
通
念
仏
勧
進
帳
　
文
安
四

年
三
月
　
日
　
金
銀
泥
下
絵
料

紙
　
一
巻
（
京
都
府
：
宗
教
法

人
禅
林
寺
）

　
　
　
　
　
◇

【
未
指
定
を
重
文
に
　
一
件
】

　
東
慶
寺
文
書
　
七
百
七
十
三

通
、
二
十
冊
（
神
奈
川
県
：
宗

教
法
人
東
慶
寺
）

■
考
古
資
料
の
部

【
未
指
定
を
重
文
に
　
四
件
】

　
奈
良
県
佐
味
田
宝
塚
古
墳
出

土
品
　
一
括
（
独
立
行
政
法
人

国
立
博
物
館
）
▼
滋
賀
県
雪
野

山
古
墳
出
土
品
　
一
括
（
滋
賀

県
：
八
日
市
市
）
▼
京
都
府
大

風
呂
南
一
号
墓
出
土
品
　
一
括

（
京
都
府
：
岩
滝
町
）
▼
沖
縄

県
斎
場
御
嶽
出
土
品
　
一
括

（
沖
縄
県
：
知
念
村
）

■
歴
史
資
料
の
部

【
重
文
の
名
称
及
び
員
数
を
変

　
更
し
て
国
宝
に
　
一
件
】

　
慶
長
遣
欧
使
節
関
係
資
料

一
括
（
宮
城
県
：
仙
台
市
）

　
　
　
　
　
◇

【
未
指
定
を
重
文
に
　
二
件
】

　
旧
江
戸
城
写
真
ガ
ラ
ス
原
板

　
二
十
九
枚
（
東
京
都
）
▼
平

削
盤
　
明
治
十
二
年
、
工
部
省

赤
羽
工
作
分
局
製
　
一
台
（
岩

手
県
）

　
　
　
　
　
◇

【
新
規
選
定
】

◎
金
ケ
崎
町
城
内
諏
訪
小
路
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
岩
手
県

胆
沢
郡
金
ケ
崎
町
）

【
重
文
を
分
割
し
て
重
文
に

　
一
件
】

　
越
後
国
頸
城
郡
絵
図

鋪
、
越
後
国
瀬
波
郡
絵
図

鋪
（
山
形
県
：
米
沢
市
）

金
ケ
崎
町
城
内
諏
訪
小
路
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

（
建
造
物
）

公
立
学
校
の
防
災
機
能
の

一
　
公
立
学
校
施
設
の
防
災
機

能
の
充
実
・
強
化

　
従
来
よ
り
、
公
立
学
校
施
設

に
つ
い
て
は
防
災
機
能
の
充
実

・
強
化
の
観
点
か
ら
、
耐
震
性

能
の
向
上
等
の
整
備
を
推
進
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
特
に

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
に

制
定
さ
れ
た
「
地
震
防
災
対
策

特
別
措
置
法
」
に
基
づ
く
地
震

防
災
緊
急
事
業
五
箇
年
計
画

（
平
成
八
年
度
～
十
二
年
度
）

に
あ
わ
せ
て
、
施
設
の
耐
震
補

強
等
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
震
防
災

緊
急
事
業
五
箇
年
計
画
（
平
成

八
年
度
～
十
二
年
度
）
の
進
捗

は
当
初
の
計
画
に
比
べ
て
伸
び

悩
ん
で
い
る
こ
と
、
ま
た
、
昨

今
の
鳥
取
西
部
地
震
、
芸
予
地

震
等
で
被
害
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
等
に
鑑
み
、
　
「
地
震
防
災

対
策
特
別
措
置
法
」
が
改
正
さ

れ
、
校
舎
の
補
強
事
業
に
対
す

る
国
庫
補
助
率
の
嵩
上
げ
措
置

が
延
長
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。二

　
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会

　
等
に
対
す
る
周
知
事
項

（
一
）
各
市
区
町
村
等
に
お
い

て
は
、
新
耐
震
設
計
法
（
昭

和
五
十
六
年
六
月
施
行
）
前

の
基
準
で
建
築
さ
れ
た
校
舎

等
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に

耐
震
診
断
等
を
行
い
、
補
強

・
改
築
等
の
必
要
な
事
業
量

を
速
や
か
に
把
握
す
る
よ
う

努
め
る
こ
と
。

（
二
）
耐
震
診
断
等
の
結
果
に

よ
り
、
補
強
・
改
築
等
が
必

要
と
認
め
ら
れ
た
施
設
に
つ

い
て
は
、
速
や
か
に
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

【
新
規
指
定
】

▽
旧
遺
愛
女
学
校
宣
教
師
館
　
一
棟

（
北
海
道
：
学
校
法
人
遺
愛
学
院
）

▽
旧
弘
前
偕
行
社
一
棟
（
青
森
県

：
財
団
法
人
弘
前
女
子
厚
生
学
院
）

▽
旧
東
京
帝
室
博
物
館
本
館
　
一
棟

（
東
京
都
：
独
立
行
政
法
人
国
立
博

物
館
）

▽
林
家
住
宅
　
四
棟
　
主
屋
、
文
庫

蔵
、
土
蔵
、
侍
門
（
長
野
県
：
林

文
二
）

▽
天
城
山
隧
道
　
一
箇
所
（
静
岡
県

：
国
土
交
通
省
）

▽
旧
小
西
家
住
宅
　
三
棟
　
主
屋
、

衣
装
蔵
、
二
階
蔵
（
大
阪
府
：
コ
ニ

シ
株
式
会
社
）

▽
旧
善
通
寺
偕
行
社
　
一
棟
（
香
川

県
：
善
通
寺
市
）

東京都　旧東京帝室博物館本館

　
文
部
科
学
省
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
本
年
三
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
科
学
技
術
基
本
計

画
」
を
受
け
、
　
「
国
立
大
学
等
施
設
緊
急
整
備
五
か
年
計
画
」
を
策
定
し
、
基
本
計
画
期

間
中
に
お
け
る
国
立
大
学
等
施
設
の
重
点
的
・
計
画
的
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

　
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
「
科
学
技
術

基
本
計
画
」
で
は
、
科
学
技
術

振
興
の
た
め
の
基
盤
の
整
備
と

し
て
、
大
学
等
施
設
の
老
朽
化

・
狭
隆
化
の
改
善
を
国
の
最
重

要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
る
と

と
も
に
、
国
立
大
学
等
の
施
設

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

三
年
度
か
ら
の
五
か
年
の
基
本

計
画
期
間
中
に
お
い
て
、
　
「
大

学
院
の
狭
陰
化
の
解
消
、
卓
越

し
た
教
育
研
究
の
実
績
が
あ
る

研
究
拠
点
の
整
備
、
既
存
施
設

の
活
性
化
な
ど
の
観
点
か
ら
、

五
年
間
に
緊
急
に
整
備
す
べ
き

施
設
を
盛
り
込
ん
だ
施
設
整
備

計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
に
実

施
す
る
。
」
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
文
部
科
学
省
で
は
同
基
本

計
画
を
受
け
、
世
界
水
準
の
教

育
研
究
成
果
の
確
保
を
目
指
し

本
年
四
月
十
八
日
、
　
「
国
立
大

学
等
施
設
緊
急
整
備
五
か
年
計

画
」
を
策
定
、
基
本
計
画
期
間

中
に
お
け
る
国
立
大
学
等
施
設

の
重
点
的
・
計
画
的
整
備
を
図

る
こ
と
と
し
た
。

　
同
計
画
に
お
い
て
は
、
緊
急

に
整
備
す
べ
き
対
象
を
明

確
化
し
、
重
点
的
・
計
画

的
整
備
を
図
る
観
点
か

ら
、
整
備
対
象
と
し
て
は
、

①
大
学
院
充
実
等
に
伴
う

大
学
院
施
設
の
狭
隆
解
消

等
（
約
百
二
十
万
㎡
）
②

卓
越
し
た
研
究
拠
点
等

（
約
四
十
万
㎡
）
③
先
端

医
療
に
対
応
し
た
大
学
附

属
病
院
（
約
五
十
万
㎡
）

の
計
約
二
百
十
万
㎡
に
つ

い
て
、
優
先
的
な
目
標
と

し
て
整
備
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
老
朽
化
し
た
施

設
の
改
善
整
備
に
あ
た
っ

て
は
、
昭
和
四
十
五
年
以

前
の
施
設
の
う
ち
、
約
三

百
九
十
万
㎡
に
関
し
、
個

別
の
施
設
の
状
況
等
を
総

合
的
に
勘
案
し
つ
つ
、
優

先
順
位
に
基
づ
き
適
切
に
判
断

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の

所
要
経
費
と
し
て
は
、
現
時
点

国立大学等施設緊急整備5か年計画
～世界水準の教育研究成果の確保を目指して～

で
、
最
大
一
兆
六
千
億
円
と
見

込
ま
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
計
画
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
適
切
な
調
査
・
評

価
等
を
行
い
、
そ
れ
ら
の
結
果

に
基
づ
き
、
真
に
重
点
整
備
を

行
う
べ
き
施
設
を
厳
選
す
る
。

さ
ら
に
、
大
学
等
の
組
織
全
体

の
視
点
に
立
っ
た
施
設
運
営
を

大学改革と一体となった
施設の効率的・弾力的利用

1．各学部等が共有する総合的・複

合的な研究棟を整備

2．施設の点検・評価、教育研究の

活性度等を踏まえた弾力的施設
利用の推進

3．全学的な視点に立った施設管理

運営システムの構築

1．優先的目標約210万㎡
（1）大学院施設の狭隘解消等

　　　　　　　　　約120万㎡
（合研究棟を新増築し、若手研究者の育成
や、独創的・先端的な学術研究を推進 ）

（2）卓越した研究拠点等　　　　　　　　　（約40万㎡）

（3）先端医療に対応した大学附属病院
　　　　　　　　　　（約50万㎡）

（高度先進医療や地域の中核的
医療機関として一層貢献）

2．老朽化した施設の改善
　　　　　　　　　　（約390万㎡）

　　　調査・評価

　対象施設の厳選
教育研究の活性化

推
進
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を

確
立
し
、
既
存
施
設
の
効
率
的

な
利
用
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
総
合
的
・
複
合
的
な
研
究

棟
や
弾
力
的
・
流
動
的
に
使
用

可
能
な
共
同
利
用
の
教
育
研
究

ス
ペ
ー
ス
の
重
点
的
整
備
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

創造性豊かな人材育成

社会が求める高度な能力

を備えた人材の供給

独創的・先端的な学術研究

産業界への成果の還元

重要伝統的
建造物群
保存地区 

重
要
文
化
財

整
備
推
進
に
つ
い
て

「
地
震
防
災
対
策
特
別
措
置
法
」
が
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
に
改
正
さ
れ
、
「
地

震
防
災
緊
急
事
業
五
箇
年
計
画
」
が
平
成
十
七
年
度
ま
で
延
長
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
公
立

学
校
施
設
の
耐
震
性
能
の
向
上
等
に
つ
い
て
も
一
層
の
推
進
を
図
る
よ
う
、
各
都
道
府
県

教
育
委
員
会
教
育
長
に
対
し
て
初
等
中
等
教
育
局
長
よ
り
通
知
を
行
っ
た
。

「国立大学等施設緊急整備
5か年計画」を策定 

重点的整備 システム改革

（高機能の教育研究スペースに再生し、弾力
的施設利用による教育研究の活性化を推進）

 

世界水準の学術研究拠点の形成及び
地域連携や国際学術交流の推進 

高機能の教育研究スペースに再生し、弾力
的施設利用による教育研究の活性化を推進 

科学技術創造立国の着実な実現
豊かな国民生活の実現 
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阿部会長㊧へ諮問文を手渡す町村前文部科学大臣

　
四
月
十
三
日
、
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
（
会
長
・
阿
部
博
之
・
東
北
大
学
学
長
）
第
二
回
総
会
が
開

催
さ
れ
、
町
村
信
孝
前
文
部
科
学
大
臣
か
ら
三
つ
の
事
項
に
つ
い
て
諮
問
が
行
わ
れ
た
。
今
後
、
関
係
す

る
分
科
会
・
部
会
に
お
い
て
審
議
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文部科学広報

　
四
月
十
三
日
、
科
学
技
術
・
学
術

審
議
会
（
会
長
・
阿
部
博
之
・
東
北

大
学
学
長
）
第
二
回
総
会
が
開
催
さ

れ
、
町
村
信
孝
前
文
部
科
学
大
臣
か

ら
三
つ
の
事
項
に
つ
い
て
諮
問
が
行

わ
れ
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
。

長
期
的
展
望
に
立
つ
海
洋
開
発

の
基
本
的
構
想
及
び
推
進
方
策
に

つ
い
て

　
政
府
で
は
、
海
洋
開
発
審
議
会
第

三
号
答
申
「
長
期
的
展
望
に
立
つ
海

洋
開
発
の
基
本
的
構
想
及
び
推
進
方

　　平成13年5月25日

と
ら
の
も
ん
日
記

　町村前文部科学大臣は4月27日、遠山新文部科学大臣との事務引継

を終えた後、省内職員に退任の挨拶を行い、文部科学行政の一層の推

進を期待しながら職員を激励した。

　このあと、町村前文部科学大臣は、省内の中庭で職員から花束を贈

られ、　「蛍の光」が流れる中、職員の盛大な見送りにこたえ、文部科

学省を退庁した。

策
に
つ
い
て
」
　
（
平
成
二
年
五
月
九

日
）
に
沿
っ
て
海
洋
開
発
の
各
種
施

策
を
推
進
し
て
き
た
。

　
第
三
号
答
申
の
後
十
一
年
が
経
過

し
、
　
「
海
洋
を
利
用
す
る
」
こ
と
に

加
え
て
、
　
「
海
洋
を
知
る
」
　
「
海
洋

を
守
る
」
こ
と
も
考
慮
し
た
海
洋
開

発
の
推
進
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
内

外
の
情
勢
を
考
慮
し
た
長
期
的
展
望

に
立
つ
海
洋
開
発
の
基
本
的
構
想
を

明
確
に
し
、
そ
の
推
進
方
策
を
確
立

す
る
た
め
検
討
を
行
う
。
海
洋
開
発

分
科
会
に
お
い
て
審
議
を
行
い
、
一

年
程
度
を
目
途
に
結
論
を
得
る
。

二
　
技
術
士
試
験
に
お
け
る
技
術
部

門
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
技
術
士
試
験
の
技
術
部
門
に
つ
い

て
、
社
会
的
な
需
要
や
科
学
技
術
の

進
展
状
況
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、

技
術
士
制
度
の
活
用
の
観
点
も
加

え
、
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

技
術
士
分
科
会
に
お
い
て
審
議
を
行

い
、
一
年
半
程
度
を
目
途
に
結
論
を

得
る
。

三
　
知
的
基
盤
整
備
計
画
に
つ
い
て

大
野
前
副
大
臣

　
大
野
前
文
部
科
学

副
大
臣
は
五
月
七

日
、
青
山
・
岸
田
両

新
副
大
臣
へ
の
事
務

引
継
を
終
え
た
後
、

省
内
職
員
に
退
任
の

挨
拶
を
行
っ
た
。

　
大
野
前
副
大
臣
は

「
こ
れ
か
ら
も
文
部

科
学
行
政
が
日
本
の

リ
ー
ダ
ー
役
で
あ
る

と
い
う
つ
も
り
で
ご

活
躍
下
さ
い
。
」
と

力
強
い
言
葉
を
残

し
、
文
部
科
学
省
を

退
庁
し
た
。

　
先
端
的
、
独
創
的
な
基
礎
研
究

等
の
研
究
開
発
を
推
進
す
る
に

は
、
実
験
、
計
測
、
分
析
、
評
価

等
の
研
究
開
発
の
基
本
と
な
る
活

動
を
安
定
的
か
つ
効
果
的
に
支
え

る
知
的
基
盤
の
体
系
的
な
整
備
が

大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
第
二
期
科
学
技
術
基
本
計
画

（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
閣
議

決
定
）
に
お
い
て
は
知
的
基
盤
に

つ
い
て
「
二
〇
一
〇
年
を
目
途
に

世
界
最
高
水
準
を
目
指
す
べ
く
」
、

早
急
に
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
と

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
を

受
け
、
我
が
国
の
二
〇
一
〇
年
ま

で
の
知
的
基
盤
整
備
の
た
め
の
具

体
的
な
方
策
を
明
ら
か
に
す
る
知

的
基
盤
整
備
計
画
に
つ
い
て
検
討

を
行
う
。
技
術
・
研
究
基
盤
部
会

に
お
い
て
審
議
を
行
い
、
本
年
夏

ま
で
に
一
応
の
結
論
を
得
る
。

南
極
の
石
を
手
に
説
明
に
聞
き
入
る

小
野
事
務
次
官
㊧

　
河
村
前
文
部
科
学

副
大
臣
は
五
月
七

日
、
青
山
・
岸
田
両

新
副
大
臣
へ
の
事
務

引
継
を
終
え
た
後
、

省
内
職
員
に
退
任
の

挨
拶
を
行
っ
た
。

　
こ
の
あ
と
、
中
庭

で
職
員
か
ら
花
束
を

贈
ら
れ
、
「
ア
ニ
ー

・
ロ
ー
リ
ー
」
が
流

れ
る
中
、
職
員
の
盛

大
な
拍
手
に
送
ら
れ

て
文
部
科
学
省
を
退

庁
し
た
。

職
員
の
見
送
り
を
受
け
て
退
庁

　
南
極
観
測
船
「
し
ら

せ
」
が
四
月
十
三
日
、

東
京
港
晴
海
埠
頭
に
帰

港
し
た
。

　
十
八
日
、
渡
邉
第
四

十
一
次
越
冬
隊
長
、
加

藤
第
四
十
二
次
夏
隊

長
、
石
角
「
し
ら
せ
」

艦
長
が
文
部
科
学
省
を

訪
れ
、
小
野
文
部
科
学

事
務
次
官
ら
に
帰
国
の

挨
拶
を
行
っ
た
。

　
小
野
事
務
次
官
は
、

南
極
隕
石
の
採
取
を
は

じ
め
と
す
る
観
測
隊
の

成
果
報
告
を
受
け
、
そ

の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。
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科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
に
三
つ
の
諮
問

南
極
地
域
観
測
越
冬
隊
長
ら

小
野
事
務
次
官
に
帰
国
報
告

町村前文部科学大臣
盛大な拍手につつまれて退庁 

力
強
い
言
葉
を
残
し
退
庁

河
村
前
副
大
臣

文部科学省


